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一
月
十
一
日
は
成
人
の
日
、
和
泉
市
で

は
本
年
二
千
七
十
九
人
の
青
年
が
晴
れ

て
成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
門

出
に
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
ご
家
族
に
対
し
ま
し
て
も
心
よ
り

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

和
泉
市
で
は
、
和
泉
市
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ

ザ
の
「
弥
生
の
風
ホ
ー
ル
」
に
お
き
ま

し
て
、
中
学
校
の
数
校
区
ご
と
に
、
三

回
に
分
け
て
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
晴
れ
や
か
な
着
物

や
背
広
な
ど
を
着
て
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
和
泉
市
で
は
、
成
人
式
を
迎
え

た
方
々
の
中
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
自
ら
が
式
を
主
宰
を
し
て
、
司
会
進

行
や
抽
選
会
な
ど
を
楽
し
く
行
っ
て
い

ま
し
た
。
他
市
で
は
混
乱
な
ど
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
が
、
和
泉
市
で
は
、
特

に
混
乱
も
な
く
、
滞
り
な
く
成
人
式
が

終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
夕
方
に
は
、
公
明
党
和
泉
市

議
団
五
名
は
、
和
泉
中
央
駅
の
自
由
通

路
に
お
き
ま
し
て
、
成
人
の
日
を
記
念

し
て
街
頭
か
ら
、
若
者
を
応
援
し
続
け

る
公
明
党
の
主
な
実
績
を
訴
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
点
目
は
、
携
帯
電
話
に
関
す
る
政
策

で
す
。
「
ケ
ー
タ
イ
と
い
え
ば
公
明
党
」

で
す
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
会
社
を
変

更
し
て
も
番
号
が
変
わ
ら
な
い
「
ナ
ン

バ
ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
制
度
」
。
今

で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
こ
の
制

度
。
実
は
、
公
明
党
が
平
成
十
五
年
に

一
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
署
名
を
集
め
、

実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
携
帯

電
話
会
社
を
変
え
て
も
同
じ
端
末
が
使

え
る
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
解
除
」
は
、
公

明
党
が
国
会
質
問
等
を
通
じ
て
実
現
し
、

昨
年
五
月
か
ら
各
社
へ
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
携
帯
が

普
及
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
公

明
党
な
の
で
す
。
か
つ
て
、
携
帯
電
話

は
レ
ン
タ
ル
制
で
あ
り
、
通
話
料
も
大

変
高
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
平
成
六

年
に
端
末
を
売
る
現
在
の
仕
組
み
に
変

え
、
大
幅
に
普
及
を
促
進
し
た
の
が
、

当
時
の
公
明
党
の
神
崎
郵
政
大
臣
で
あ

り
ま
す
。
今
は
ス
マ
ホ
が
普
及
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
高
機
能
化
が
進
み
、
利
用

料
が
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

よ
り
安
く
使
い
や
す
い
携
帯
電
話
料
金

の
実
現
に
つ
い
て
、
公
明
党
が
政
府
に

提
言
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
に
有
識
者

会
議
が
設
置
さ
れ
、
格
安
ス
マ
ホ
の
普

及
促
進
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
利
用
者

に
と
っ
て
安
い
料
金
と
な
る
よ
う
様
々

な
方
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
大
き
く

動
き
出
し
ま
し
た
。

二
点
目
は
、
奨
学
金
の
拡
充
で
す
。
公

明
党
は
奨
学
金
の
拡
充
に
ど
こ
よ
り
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
の
奨
学
金
は
、
か
つ
て
は
厳
し
い

成
績
要
件
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

我
々
公
明
党
は
、
学
ぶ
事
を
希
望
す
る
、

意
欲
の
あ
る
学
生
に
は
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
る
べ
き
、
と
強
く
主
張
し
、
平
成
一

一
年
に
は
、
有
利
子
の
第
二
種
奨
学
金

を
「
き
ぼ
う
二
一
プ
ラ
ン
奨
学
金
」
と

し
て
抜
本
拡
充
し
、
成
績
要
件
を
事
実

上
撤
廃
。
奨
学
金
の
制
度
拡
充
を
常
に

リ
ー
ド
し
て
き
た
の
が
公
明
党
で
す
。

そ
の
結
果
、
無
利
子
と
有
利
子
を
合
わ

せ
て
、
平
成
一
〇
年
に
は
年
間
五
〇
万

人
だ
っ
た
奨
学
金
の
貸
与
人
数
を
、
今

年
度
に
は
約
一
三
四
万
人
に
ま
で
大
き

く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
、
無
利
子
奨
学
金
を
過
去
最

大
の
四
六
万
人
へ
拡
充
し
、
来
年
度
に

は
、
さ
ら
に
三
万
八
千
人
増
の
四
九
万

八
千
人
に
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
方
で
、
大
学
な
ど
は
入
学
時
に
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

公
明
党
は
、
平
成
一
五
年
に
、
入
学
資

金
用
の
奨
学
金
（
有
利
子
の
一
時
金
）

を
創
設
。
さ
ら
に
平
成
二
六
年
に
は
、

高
校
生
の
低
所
得
世
帯
向
け
に
給
付
型

の
奨
学
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
公
明
党
は
こ
れ
ま
で
、

奨
学
金
に
つ
い
て
数
多
く
の
実
績
を
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
奨
学
金

の
将
来
の
返
済
が
不
安
と
の
お
声
を
受

け
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
後
に

は
返
済
月
額
が
卒
業
後
の
所
得
に
連
動

す
る
所
得
連
動
返
還
型
の
奨
学
金
の
導

入
を
め
ざ
し
、
ま
た
、
返
済
が
不
要
な

給
付
型
の
奨
学
金
の
創
設
を
め
ざ
す
な

ど
、
制
度
の
充
実
に
向
け
て
さ
ら
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
若
者

の
就
職
支
援
で
す
。
公
明
党
は
、
ど
こ

よ
り
も
若
い
世
代
の
就
職
支
援
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
対
策
な
ど
若
者
の
雇
用

を
守
る
た
め
に
、
党
青
年
委
員
会
の
提

案
を
受
け
、
「
若
者
雇
用
促
進
法
」
が

成
立
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
八
歳
選
挙

権
の
実
現
を
機
に
、
さ
ら
に
若
い
世
代

の
声
を
政
治
に
届
け
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
公
明
党
に
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成
人
の
日
記
念
街
頭
を
行
う

和
泉
市
で
二
千
七
十
九
人
が
晴
れ
て
新
成
人
に
！

和泉中央駅自由通路での成人の日記念街頭

和泉市成人式での市長挨拶



2015年度補正予算案 のポイント
子育て、防災・復興、介護、TPP対策

2015年度補正予算案（一般会計総額は3兆5030億円）が14日に衆院を通過し、現在、参院で審議されてい

る。補正予算案には、公明党の主張が随所に反映され、「1億総活躍社会」をめざした子育て、2015年度補正

予算案の主な施策介護の充実策のほか、環太平洋連携協定（TPP）対策として「力強い経済」の実現に向けた施

策などが盛り込まれている。補正予算案の主なポイント。 （公明新聞2016年1月17日付け）

子育て
具体的には、不妊治療の助成制度を拡充する。現行制度は原則、不

妊治療の助成を、1回15万円を上限に通算6回まで受けられるが、

これを初回治療の助成に限って上限額を2倍の30万円まで拡大。

併せて、男性も不妊治療を受けた場合、15万円を上限に助成する

仕組みとする。

子育て支援では、保育の受け皿（2017年度末まで）を40万人分

から50万人分に拡大することをめざし、認可保育所などの整備を

加速。小規模保育事業所の整備費用を補助する仕組みも創設する。

子育てをするにも経済的に困難を抱える、ひとり親家庭の支援とし

ては、自治体の相談窓口をワンストップ化。さらに、就職に有利な

資格の取得をめざす親を対象に、入学準備金や就職準備金を貸し付

ける制度を導入した上で、一定の条件を満たした場合に返還を免除

する仕組みを設ける。

防災・復興
豪雨災害に備え堤防を強化震災からの復興も加速化へ

近年頻発する、さまざまな自然災害に備えた防災・減災対策を充実

させる。

介 護
介護を理由に仕事を辞める人は毎年10万人前後に上り、個人の活躍の機会が失われるとともに、社会的な損失

も大きい。そこで、補正予算案では「介護離職ゼロ」に向けた取り組みを推進する。

具体的には、介護の受け皿となる高齢者施設の整備目標を、従来の計画（2020年代初頭までに約38万人分）よ

りも12万人分多い50万人分とし、特別養護老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅の整備を加速させる。

高齢者施設で働く介護人材の確保も急務であり、対策を講じる。

離職した介護職員の再就職へ準備金（20万円程度）を貸し付ける制度を新設。介護職員として一定期間働いた

場合には返済が免除される仕組みにする。同時に、国家資格である介護福祉士をめざす学生への修学資金の貸し

付け事業も拡充して、人材を幅広く募るようにする。

TPP対策
中小企業の海外進出や「攻めの農業」を後押し

中小企業が海外でさらに稼げるよう後押しする「海外展開戦略等支援事業」もその一つだ。海外への進出を試み

たい企業であっても、ノウハウなどが不足しているケースが多い。そこで、同事業では、国や自治体、日本貿易

振興機構（ジェトロ）が連携し、経験豊富な商社のOBら専門家を中小企業4000社に派遣し、現地での取引先

の開拓を促す。このほか中小企業の生産性を高めるため、省エネ効果が高い設備への更新を促す事業も実施する。

一方、農業分野では、「産地パワーアップ事業」の基金を創設。営農戦略を策定した地域を対象に、地域の事情

に応じた高性能な機械・施設の導入を促進し、高収益が得られる作物へ栽培を転換することを支援する。
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和
泉
市
の
安
心
・
安
全
、
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
に
、
日
々
活
躍
を
さ
れ

て
い
る
和
泉
市
消
防
の
出
初
式
が
一
月

一
〇
日
午
前
、
和
泉
市
民
グ
ラ
ン
ド
に

て
盛
大
に
勇
壮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

も
毎
年
参
列
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ん

な
に
暖
か
い
天
候
の
中
で
の
出
初
式
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
寒
い
中
、
消
防
団
の
皆
様
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
バ
ト
ン
や
女
性
の
き
れ

い
な
パ
レ
ー
ド
に
参
列
者
の
一
段
と
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
長
年
出
初
式
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

市
民
グ
ラ
ン
ド
は
、
今
年
四
月
以
降
か

ら
新
し
い
市
立
病
院
の
建
設
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
市
民
グ
ラ
ン
ド
で
の
出
初

式
は
今
年
が
最
後
と
な
り
ま
す
。


